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元気よく

新春の街へ

～真心こめて19万通届ける～

'92 １
月

藤 田郵 便局 （八 巻忠‐ 局 長）で は １口午 前 ８

時30 分 から年 賀状配 達出 発式 が行 わ れま した。

八 巻 局長 が ア ルバ イ トの 商 校生 を 前に 、「 事

故に気を 付けて､||ﾓ確 に届け てくだ さい」と激励。

高 橋健 一君（ 福鳥 県工 ３ 年）をは じ め11 人の

高校生 は、 年賀状 を 満載 した 自転 中で 、元 気に

新 毒の 街 へ飛び出 しまし た。

藤田 郵便 局では 元日に19 万通 の 年賀状 が配 達

され まＬた。
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宍
戸
三
郎
さ
ん

後
藤
昌
伸
さ
ん

の
叙
勲
を
祝
う

昨
年
、
叙
勲
を
受
け
た
宍
戸
三
郎

さ
ん
（
森
山
宇
宮
前
1
8）
と
後
藤
昌

仲
さ
ん
（
川
内
宇
内
上
６
）
の
叙
勲

受
賞
祝
賀
会
は
十
二
月
十
一
一
日
、
柵

鳥
国
見
町
農
協
会
館
で
開
か
れ
、
勲

六
等
単
光
旭
日
章
を
受
け
た
元
町
議

会
議
長
の
宍
戸
さ
ん
、
勲
六
等
端
宝

章
を
受
け
た
元
町
消
防
団
第
四
分
団

長
の
後
藤
さ
ん
の
受
賞
を
祝
い
ま
し

た
。祝

賀
会
に
は
約
百
八
十
人
が
出
席
。

発
起
人
を
代
表
し
て
冨
永
武
夫
町
長

が
お
二
人
の
功
績
を
た
た
え
、「

今

後
も
町
発
展
の
た
め
に
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

勲
記
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
宍
戸
さ
ん
が
お
礼
の
目

葉
を
述

べ
ま
し
た
。

乾
杯
後
の
祝
竃
で
は
、
出
席
者
ら

が
次
々
と
お
二
人
を
祝
福
、
終
始
な

ご
や
か
に
歓
談
し
、
今
回
の
叙
勲
を

祝
い
ま
し
た
。

アントニー先生

からの年賀状

昨
年
八
月
か
ら
国
見
町
内
に
在
住

し
、
県
北
中
学
校
で
英
語
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
プ
レ
イ
ス
ウ
ェ
イ
ト
・

ア
ソ
ト
ニ
ー
先
生
か
ら
、
年
賀
状
が

届
き
ま
し
た
の『
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
ト
ニ
ー
先
生
は
英
語
指
導
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

▲宍戸さんと後藤さんの叙勲を祝った受賞祝賀会

▲県北中学校での授業風景

(和訳)

イギリスの家庭では、クリス

マスとお正月はとても重要なＨ

で、若い人もお年寄も楽しみに

しているお祝いの日です。

あいにく今年の クリスマスは

家族といっしょに過ごすことが

できませんが、国見町に来て５

ヵ月が過ぎ、たくさんの友達が

できました。

町民の皆さんにとって楽しい

クリスマスと幸せな新年であり

ますようお祈りいたします。

アントニー・プレイスウェイト
▲アントニー先生からの年賀状
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づ
く
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適
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出
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Ｕ
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外
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入
を

積
極
的
に

進
め
．

町
の
活
性
化
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図

る
た
め
に

、
小

坂
北
窪
地
内
で
住
宅
団
地
の

造
成
に

着
手
し
、

三
月
完
成
・
分
譲

を
目
指
し
て

、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
．

住
宅
団
地
の
総
面
積
は
Ｉ
〇
、
五

八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
団
地
内
に

は
懇
い
の
場
と
し
て
の
公
園
、
道
路
、

水
道
な
ど
の
公
共
施
設
が
完
備
さ
れ

て

い
ま

す

。
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四
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八
〇
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一
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〇

坪
が

九
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画

六
〇

坪
以
上

八
〇

坪
が

七

区
画

の
合
わ

せ
て

二
十

区

画
と

な

り
て

お
り

、
平
均

宅
地

面
積

は

二
九

二
平
方

メ

ー
ト

ル

（
約

八
八
坪

）

で
す

。

詳
し
い
分
譲
方
法
に
つ
い
て
は
今

後
、
「
広
報
く
に
み
」
の
ほ
か
。
新

聞
、
か
い
ら
ん
な
ど
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

板橋東住宅団地位置図

減

ら
そ
う

ご
み

生

か
そ
う

資
源

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
ご
協
力
を
！

私
た
ち
か
生
活
し
て
い
く
う
え
で

必
ず
出
る
ご
み
Ｉ

こ
の

ご
み
か
こ

こ
数
年
急
激
に
増
え
、
ご
み
処
理
場

は
バ
ン
ク
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
。
本
年
四
月
か
ら
は
伊
達
地

方
衛
生
処
理
組
合
負
担
金
の
割
合
か

表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
、
実
績
割
か

重
視
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
み
の
最
か
減
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
私
た
ち
の
負
担
か
軽
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

家
庭
で
で
き
る
ご
み
の
ダ
イ
エ

。

卜
（
減
量
）
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

伊達地方衛生処理組合負担金割合

�現　　　行 �改　 定　 後(

 撃 硬 4 年 4  月 ~

実績 割 �82 ％ �90 ％

平 等割 �18 ％ �10 ％

〔遇去３年間〕国見町のごみ収集状況l単位:ｔ）

区　　　 分 ��63年度 �元 年度 �２ 年度

ご み 収 集 鼠 合 針 ��2.138�2.182 �2 ﾖ 94

内

訳 �

可　 然　 物 �L726 �l. 795 �L816

�不　然　物 �412 �387 �378

ご
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減
　
量

み
ん
な
で
進
め
る
リ
サ
イ
ク
ル

古
紙
の
回
収
・
利
用
に
よ
っ
て
リ

サ
イ
々
’
ル
（
再
生
利
用
）
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
点
か
ら
た
い
へ
ん
重
要
な
こ

と
で
す
。
資
源
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
乏

し

い
日
本
で
は
。
従
来
か
ら
紙
の
り

サ
イ
ク
ル
に
努
力
し
て
き
た
結
果
、

い
ま
で
は
紙
の
原
料
の
約
半
分
は
古

紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
毎
日
出
す
ご
み
の
中
に

は
、
古
紙
、
ガ
ラ
ス
。
金
属
な
ど
資

源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
が
数

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
家
電
製

品
な
ど
は
そ
の
ま
ま
再
利
用
で
き
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

古
紙
や
金
属
な
ど
に
つ
い
て
は
資

源
回
収
楽
者
に
よ
り
、
ま
た
町
内
会

や
子
供
会
等
で
行
わ
れ
る
集
団
回
収

に
よ
り
回
収
さ
れ
、
資
源
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
紙
に
つ
い
て
は
約
五
〇

％

か
古
紙
と
し
て
回
収
さ
れ
、
雑
誌

や
新
聞
、
ト
イ
レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
、

包
装
用
箱
、
再
生
Ｏ
Ａ
紙
と
し
て
再

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
。
ア
ル
ミ
缶
は
回
収
率
か
約

四
〇
％
で
、
再
生
に
要
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
原
料
か
ら
新
し
く
作
る
と
き

の
約
三
％
で
済
み
ま
す
。

不
用
に
な
っ
た
家
電
製
品
な
ど
の

品
物
を
他
の
人
た
ち
に
宥
効
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
不
用
品
交
換
会

が
開
か
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い

ま
す
。

ご
み
減
量
・
再
資
源
化
の

方
法

①
古
新

聞
紙

．
雑
誌

な

ど
は
廃
品

回

収

に
出
し

ま
し

ょ
う
．

②

ビ
ー

ル
瓶
や
酒

瓶
は

、
販

売
店

に

返
し
ま

し

ょ
う
．

③
ま

だ
使
え

る
も

の
は
、

不
用
品

交

換
会

．

バ
ザ
ー
等

を
利
用

し
ま

し

④
家
電

製
品

、
家
具
類

の
買

い
替

え

時

に
は

．
．．下

取
り

を
利
用

し
ま

し

⑤
お
店

で
の
過

剰
包
装

は
遠

慮
し

ま

⑥

家
庭
内

で
の

生

ご
み

の
肥
料

化
を

考
え

て
み
ま

し

ょ
う

．

⑦

ご
み

は
可
然
物

と
不
然

物

に
分
別

し
て

指
定
箇
所

に
出

し
ま
し

ょ
戈

▲ごみの滅Ｉ にご協力を.か



申
告
準
備
は
お
早
め
に

町
県
民
税
・
所
得
税
・
個
人
事
業
税

～
所
得
税
還
付
申
告
は

』
一 月

か
ら
受
付
～

所
得
税
の
破
定
申
告
は
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
．
申
告
と
納
税

の
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
六
日
で

す
．
毎
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
．

な
る
べ
く
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
．な

お
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
は
、
二
月
十
六
日
前
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
．

期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か

り
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す

と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ

け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
．

自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ
く

知
り
て

い
る
の
は
、
納
税
者
の
皆
さ

ん
ご
自
身
で
す
．

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
ま
し
ょ
う
．

な
お
、
二
月
十
六
日
は
法
律
で
定

め
ら
れ
た
始
期
で
あ
り
、
納
税
相
談

は
行

り
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
．

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

《
平
業
所
得
や
不
動
産
所
得

な
ど
か
あ
る
場
合
》

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
針
か
、

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

《
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
）

①
給
与
の
年
収
が
Ｉ
、
五
〇
〇
万
円

を
超
え
る
人
。

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
・
て
る

人
。

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人
な
ど
。

申
告
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
人

医
療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

よ

う
て
、
源
泉
徴
収
や
干
定
納
税
で

納
め
た
税
金
か
、
そ
の
年
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
所
僻
税
よ
り
も
多

く
な
る
人
．

大
変
便
利
な
振
替
納
税

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
。
銀
行

な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
『

て
納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

合
は
、
碩
金
先
の
金
融
機
関
又
は
所

轄
の
税
務
署
に
『
預
貯
金
口
座
振
瞥

依
頼
轟
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
‘

収
支
内
訳
書
の
添
付
・

総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
瞥
を

提
出
す
る
人
は
、
収
支
内
訳
古
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
人
で
も
、
こ
れ
ら
の
総
収
入
金

額
か
Ξ
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

総
収
入
金
額
報
告
番
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

個
人
事
業
者
で
、
平
成
元
年
中
の

課
税
充
上
高
が
三
千
万
円
を
超
え
る

方
及
び
頡
税
事
業
者
選
択
届
出
書
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
三
月
三
十
一
日

（
火
）
ま
で
に
平
成
三
年
分
の
『
消
費

脱
確
定
申
告
書
』
を
提
出
し
、
そ
の

消
費
脱
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の

税
務
相
鮫
室
又
は
税
務
署
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
・

「
に
せ
税
理
士
」
に

ご
注
意
！

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
．

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、

税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
．

税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
申
告

書
の
作
成
な
ど
を
す
る
と
、
『
に
せ

税
理
士
』
と
し
て
．
法
律
に
違
反
す

る
だ
け
で
な
く
、
依
頼
し
た
方
に
迷

感
を
か
け
る
結
果
に
な
る
こ
と
か
多

い
の
で
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
特

に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
．

贈
与
税
の
中
告
も

お

忘

れ

な

く

平
成
三
年
分
の
贈
与
脱
の
申
告
は
。

二
月
一
日
か
ら
三
月
十
六
卩
ま
で
で

す
。
三
月
に
入
り
ま
す
と
脱
務
署
の

窓
口
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。
忘
れ

ず
に
、
早
め
に
申
告
と
納
税
を
お
頤

い
し
ま
す
．

贈
与
税
の
課
税
の
対
象
と
な
る
の

は
．
個
人
か
ら
贈
与
を
受
け
た
現
金
、

土
地
．
貴
金
属
な
ど
の
経
済
的
価
値

の
あ
る
す
べ
て
の
も
の
で
す
．

な
お
、
平
成
三
年
分
と
は
平
成
三

年
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
年
十
二
月

一
こ
十
一
卩
ま
で
を
い
い
ま
す
．

税
に
関

す
る

お
問

い
合
わ

せ
は
・
’・

・
役
場
税
務
踝

霏
齦
2
1
1
1

内
線
１
５
１
～
１
５
３

・
福
島
税
務
署

壼
叫
３
１
２
１

・
税
務
相
談
賞
福
島
分
室

魯
？

８
１
１

★星降る夜のコンサート★

国見町出身で東京で活躍中の戸学家「高 驥い

ずみ」さんの 冕゙降る夜のコンサートl が、次

のとおり開催されます。皆さん、コンサートに

参加し、郷土の若き音楽家を応援してください。

なお、コンサートの収益金は目の不自由な方

の々ための「光の箱」に寄付されます｡｡

日　　畤　２月 日 ( 土） 開演ＰＭ ６：３０

場　 所 福島市音楽堂　小ホール

衾　 費2.  OO' )円

出　 演　ソプラノ：高橋いずみ　　　　　 ’

テノー･ﾚ：羽山禎教

チケット　福鳥信用金庫国 見支店・レープル・

取 扱 店 一心堂・つくだや酒店・信和電機・

ブ テ･ｙクまると・国見かス・由井時

針店

主催：国見ライオンズクラブ
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羽州街道
小 坂 宿

菊　池　利　雄

小

坂

宿
は
小

坂
峠

の
入

口
に
あ

っ

て

、
行
歩

（
上

泉
）
川

に
よ

り
て
形

成

さ
れ

た
扇
状

地
に
立

地
す

る
．

桑

折

宿
よ
り

一
里

十
二
丁

｛
約

五

こ
二

キ

ロ
メ

ー
ト

ル
｝、
羽
州

街
道

最
初

の

宿

駅
で
あ

る
．

小

坂

宿
町
は

い
わ
ゆ

る
街
村

集
落

で
羽

州
街

道
を
挾

ん
で

短
冊
形

に
屋

敷
割

が
な

さ
れ

て
お
り

、
街

道
の

道

幅
は

二
間

半
・
馬

蹄
は

二
間

と
さ

れ

｛
「
信

遠
二

郡
村
誌

」
）
、
町
の
東

側

に

は
行

歩
川

が
流

れ
て

い
る
．

山
縋
線

に
沿

う
て

進
ん

だ
羽
州

街
道

は
宿
入

口

の
手
前

で
向
き

を
北

西
に
変

え
、

入

口
の
両

側
に
は

、

一
里
塚

が
築
か

れ
て

い
た
が
現
存

し
な

い
．
宿

駅
の

長

さ
は
三
Ｔ

ほ

ど
で
北

に
高
く

南
に

低

い
地
形

か
ら
屋

敷
地

は
階

段
状

に

配
置

が
な

さ
れ

て

い
る
．

宿
の
出

口
で
街

道
は

東
に
枡

形

に

折
れ
て
、
口
留
番
所
の
木
戸
が
構

え
ら

れ
て

い

た
．

こ
こ

か
ら

少
し
行

っ

た

所
で

街
道

は
向
き

を
北

に
と

っ
て
、

行
歩
川
の
櫑
を
渡
り
小
坂
峠
へ
の
坂

道
へ
と
連
な
っ
て
い
た
．

宿
出
口
の
枡
形
を
折
れ
ず
に
北
に

進
ん
だ
高
台
に
は
、
曹
洞
宗
、
羽
州

米
沢
の
林
泉
寺
の
末
寺
蟠
触
山
松
藏

寺

が
あ
り
、
そ
の
西
手
に
は
こ
の
村

の
鎮
守
稲
荷
神
社
か
祭
ら
れ
て
い
る
．

近
世
初
期
ま
で
の
小
坂
宿
は
．
前

田
（
舞
田
）
村
の
内
に
あ
っ
て
、
い

つ
の
時
代
に
宿
が
形
成
さ
れ
た
か
は

明
ら
か
で
な
い
か
、
米
沢
藩
の
「
邑

鑑
」
で
は
、
前
田
村
の
村
高
九
一
一

石
四
斗
、
戸
数
三
〇
戸
｛
内
役
屋
一

八
戸
、
肝
煎
小
走
三
戸
、
職
人
・
寺
・

山
伏
・
脇
屋
共
一
九
戸
｝、
人
口
一
五

四
人
（
内
男
五
一
人
・
女
七
九
人
）

と
あ
る
．
職
人
屑
の
存
在
や
口
留
番

所
設
置
等
の
鰹
緯
等
か
ら
み
て
、
お

そ
ら
く
は
米
沢
藩
上
杉
氏
が
慶
長
頃

に
で
も
、
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
、

地
割
に
よ

っ
て
小
坂
宿
駅
の
、
整
備

が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
．

こ
の
宿
駅
整
備
の
た
め
、
本
村
前
田

か
ら
の
宿
町
に
移
住
す
る
も
の
か
多

く
、
村
名
も
万
治
年
間
頃
ま
で
に
小

坂
村
と
改
称
さ
れ
た
．

万
拍
二
年
（
一
六
五
九
）

『
小
坂

村
御
蔵
給
人
定
納
帳
』
に
よ
れ
ば
、

高
持
百
姓
の
総
人
数
は
五
七
人
で
、

こ
の
内
宿
町
居
住
の
数
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
肝
煎
善
右
衛
門
の
持
高
八

五
石
余
、
百
姓
総
右
衛
門
五
〇
石
余

な
ど
、
二
、
三
〇
石
余
の
持
高
の
者

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
．
下

り
て
延

宝

二
年

（
一

六
七

四
）

’
小
坂
村

検

地

帳
」

か
ら

推
定

さ
れ
る

小
坂

宿
町

の
総
戸

数
は
五

七

戸
と
み

ら
れ

る
．

屋

敷
は

羽
州
街

道

に
面
し

て
間

口
六

間

で
一
軒

峨

敷
と
す

る
地

割
が
な

さ

れ
て

お

り
、

一
軒
屋

敷
か

三
八
戸

、

半
軒

屋

敷
が

十
三

戸
、
一
軒

半
風

敷

が
二
戸

、
二
軒

屋

敷
が
四

戸
と
な

っ

て

い

た
．
こ

の
う
ち

間

口
の
広

い
二

軒

屋
歓

の
所
有

者

に
は
、

名
主
三

郎

右

衛
門

・
同
源

十
郎

の
Ｍ

敷
地
か

含

ま

れ
て

お
り
、

村
役

人
や

宿
役
層

の

屋

敷
地
で

あ

る
こ

と
か
推

察
で
き

る
．

小
坂

口
留
番

所

役
人
は

．
寛

文
四

年

以
降

、
幕
領

と
な
っ
て

か
ら

は
二

人

扶
持

を
給

さ

れ
、
留
物

の
領
外

持

出

し
、

あ
る

い
は
不

審
な

女
や
ｆ

負

者

、
馬

等
の
監

視

取
締

り
に
あ

た
っ

た
．江

戸
時

代
の

小
坂

宿
に

お
け
る

旅

籠
の

数
は

明
ら

か
で
な

い
か

、
明
治

十
年

『
伊
潼

郡

脱
地
貢

組
下

綢
』
に

よ

れ

ば
．
小

坂

宿
の
旅

籠
屋

は
四
軒

と
あ

る
．
同

十

四
年

十
二
月

の
小
坂

村

『
睹
．順
伺

届

書
綴
』

に
よ

る
旅
籠

は
、

四
等

旅
籠

斎
藤
源

二
郎

（
丸
屋

か
）

、
七
等

旅
籠

高
原

八
郎
右

衛
門

｛
牛
宿
米
沢
Ｍ

べ
佐
藤

八
郎
兵
衛

（
秋

田
屋

）
か

あ
り

、
十

年
の

調

べ
よ

り

は

Ｉ
戸

減
じ
て

い
る
．

こ

の
廃
業

し

た

旅
籠

は
早
田

伝
五

郎
の

半
田

峨
と

お
む

わ

れ
る
．

小
坂

宿
の

旅
籠

が
廃

案
す

る

の
は
、

記
録

に
は

な

い
か
明

治

の
終
わ

り
頃

と

い
わ
れ

る
．

愛
の
献
血
に

5
8
人
が
協

力

十
二
月
十
三
卩
、
移
動
採
血
水
が

来
町
し
、
国
見
製
菓
前
な
ど
四
か
所

で
献
血
活
動
を
行
い
、
5
8人
の
方
々

（
申
し
込
み
釁
は
6
6人
）
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

献

血
あ

り

が
と

う

ご
ざ
い
ま
し

た

（
順

不
同

・
敬
称
）

Ｏ
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印
は
四
〇
〇
㎡
協
力
者
で
す

こ

舳
匐

ヵ
｀

菊

地

芳
昇

○
阿
曽

信
一

〇
後
藤
　

功

後
藤
せ

き
子

《
国

見
製

菓
》

○
古
内
　

宣
則

膝

阪

敏
幸

○
四
家
　

勉

菊

地
　

ミ
ワ

古
内

忠

行

遠

藤
　

良

重

星
野

恵

蔔

藤

阪

記
子

彦

坂

勝

利

《
睦
商
会

》

鎌

倉
　

亨

佐
藤
　

義

典

丹

野

曾

子

我
妻

安

男

伊
東

芳
子

小
林

裕
一

内
村

有
子

岡
崎
　

昇

半
沢
智
賀
子

大
場

美
幸

彦
坂

幸
恵

後
藤
災
江
子

高
橋

和
江

蓬
田

貴
子

彦
坂

朱
美

佐
藤
喜
代
子

横
山
す
み
え

斎
藤

初
子

石
崎

正
勝

山
内

俊
子

飯
沼
　

昭
八

志
賀
千

代
子

《
東
栄

電
機
》

○
佐
藤

幸
輔

佐
藤
喜
災
子

亀
岡

正
弘

《
清
水
製

作

所
》

徳
江
紀
江
子

曳
地
す
み
え

本
多

洋
一

瀬
野

次
男

斎
　

栄
子

○
松
浦

金
蔵

○
後
藤

徳
良

秦
　

善
五

〇
荻
原
　

宏

佐
藤

幸
治

《
国

見
町

商
工
会

》

釦
水

正
春

穐
月
　
辰
也

（
国

見
町

役
鳩
》

安
藤

幸
江

菅
野

信
朗

○
佐
久
間

茂

○
武
田
　

智

武
田

京
子

宍
戸

浩
寿

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

あ
な
た
の
善
意
を

社

会

の

た

め

に

現
在
、
血
液
製
剤
の
う
ち
、
輸
血

に
使
わ
れ
る
全
血
製
剤
と
血
液
成
分

製
剤
は
。
国
内
の
献
血
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
血
液
の
成
分
の

｝
つ
で

あ
る
血
し
ょ
う
か
ら
つ
く
ら
れ
る
血

し
ょ
う
分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
、
海
外
か
ら
の
製
品

輸
入
に
依
存
し
て
い
る
の
か
現
状
で

す
。は

た
ち
に
な
り
た
の
を
き

り
か
け

に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。



還
付
申
告
は
お
早
め
に

平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
も
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し

て
い
な
い
場
合

こ
の
還
付
を
う
け
る
た
め
の
由
」告

は
、
一
月
か
ら
税
務
署
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
二
月
十
六
日
以
降
に
な

り
ま
す
と
、
税
務
署
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島
税
務
署

一

Ｕ
３
１
２
１

・
税
務
相
談
室
福
島
分
室

・
ｌａ
4
8
1
1

身
障
者
・
鵜
神
薄
弱
者
の

タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引
制
度

身
体
障
害
者
及
び
精
神
薄
弱
者
に

対
す
る
タ
ク
シ
ー
遯
貨
割
引
制
度
が
、

平
成
３
年
1
2月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た
．

◇
実
施
タ
ク
シ
ー
会
社

県
内
の
全
タ
ク
シ
ー
会
吐
（
倒
人

タ
ク
シ
ー
を
含
む
）

◇
運
賃
の
割
引
き

身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
器
表
示

額
の

Ｉ
〇
％
割
引
き

◇
割
引
対
象
者

ア
‥身

体

障
害
者

福
祉
法

に
基

づ
く

手
帳
所

持
者

（
障

害
別

・
等
級

別
に

関
係
な

く
）

眼
精

神
薄

弱
者

福
祉
法

に
基

づ
く

療
育

手
帳
所

持
者

前
記
ア

ー
イ

と
も

に
介
護

者
か

同

乗
し

た
場
（
口
の
割
引

き

は
、

障
害
者

と
同

一
区
間

に
限

り
ま

す

。

◇
創
引
の
手
碗
き

’身
体
障
害
者
、
瘴
育
者

タ
ク
シ

ー
運
賃
割
引
申
込
書
」
に
利
用
年

月
日
、
手
帳
番
号
を
紀
入
し
運
転

手
に
提
出
す
る
．
こ
の
際
、
手
帳

を
提
示
し
て
障
害
者
で
あ
る
こ
と

を
破
認
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
．

■

問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
交
付

住
民
福
祉
課
福
祉
係

霏
翦
2
1
1
1

内
線
１
３
４

募

集

白

衛

官

自
衛
隊
で
は
、
二
等
睦
・
海
・
空

士
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間
（
篇
４
次
）

平
成
４
年
３
月
3
1日
ま
で

◇
試
験
期
日

土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
き
．
毎
日

実
施
し
ま
す

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
市
須
川
町
５
の
５

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部

福
島
募
災
案
内
所

雲
咄
5
5
2
9

お
貸
し
し

ま
す

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

ピ

ン

抜

き

器

◇
貸
し
出
し
期
間

３
日
間

◇
貸
し
出
し
場
弔

役
場
企
画
商
工

課
商
工
振
興
係
お
よ
び
町
公
民
館

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

電
話
な
ど
で
在
庫
を
確
認
し
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
企
画
商
工
課
商
工
振
興
係

Ｉ
翦
2
1
1
1

内
線
２
５
４

・
町
公
民
館

Ｓ
６
2
6
7
6

国
民
年
金

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

新
た
に
成
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
。
わ
か
岡
で
は
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
国
民
は
。
す

べ
て
公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
も
む
ち
ろ
ん
、
二

十
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
生
活
の
間
に

起
き
た
事
故
な
ど
で
障
害
が
生
じ
た

場
合
で
も
。
年
金
に
よ
る
所
得
保
障

か
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
老
齢
藁
礎
年

金
も
満
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

二
十
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
た
ら
、

国
民
年
金
の
資
格
取
得
届
を
縫
出
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■

加
入
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

ｓ
a
2
1
1
1

内
線
１
３
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の

通
信
教
育
で
勉
学
を
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
。
平
成
４
年
度

の
高
等
学
校
の
生
徒
と
専
攻
科
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

（
通
信
教
膏
）

三
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
か
取

得
で
き
ま
す
．

受
付
…
２
月
１
日
～
４
月
1
5日

▽
高
等
学
校
選
科
生
コ
ー
ス

（
通
信
教
育
）

希
望
科
日
を
学
習
し
て
、
単
位
が

取
得
で
き
ま
す
。

受
付
…
２
月
１
日
～
４
月
1
5日

▽
高
等
学
校
専
攻
科

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ス
ク
ー
ル
）

社
会
柵
祉
コ
ー
ス

高
校
卒
業
後
、
２
年
間
の
学
習
で

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
間
柵
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
』
の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

受
付
・：
２
月
１
日
～
４
月
５
日

■
案
内
書
・
問
い
合
わ
せ

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
の
３６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
8
E
1
2係
に
、
コ
ー

ス
名
お
よ
び
あ
な
た
の
郵
便
番
号
．

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
（

ガ

キ
に
記
入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
・

魯
0
4
2
5
ｎ
3
1
5
1

お

し

ら

せ



戦
傷
病
者

妻
の
皆
さ
ん
へ

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
傷

病
者
等
の
妻
に
改
め
て
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
平
成
三
年
四
月
一
日
に
恩
給
法

別
表
の
第
五
款
症
以
上
の
障
害
の

状
熊
に
あ
り
、
増
加
恩
給
等
を
受

け
て
い
た
戦
傷
病
者
等
で
、
昭
和

五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
当
骸

戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
し
た
妻
ま
た

は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

後
じ
後
重
症
に
よ
り
、
戦
傷
病
者

と
な
っ
た
方
の
妻
。
（

満
州
事
変

間
の
受
傷
り
病
者
を
含
む
↓

「
昭

和
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
昭
和
十

二
年
七
月
六
日
ま
で
。

国
債
の
名
称
・
：
第
十
五
回
特
別

給
付
金
国
庫
債
券
「
い
」
号

国
債
の
血
額
・
：
第
一
款
症
以
上

の
陣
害
に
か
か
る
も
の
↓
十
五

万
円
。
第
二
款
症
か
ら
第
五
款

症
ま
で
に
か
る
も
の
↓

七
万
五

千
円
。

償
還
・：
五
年

二
、
次
に
掲
げ
る
特
別
給
付
金
を
受

け
る
権
利
を
取
得
し
た
戦
傷
病
者

等
の
妻
で
、
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
戦
傷
病

者
等
が
公
務
ま
た
は
勤
務
に
関
連

す
る
傷
病
以
外
の
事
由
に
よ
り
、

死
亡
し
た
も
の
。

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
を
基

串
日
と
す
る
特
別
給
付
金
（
第
二

回
特
い
号
？
り
号
）
及
び
そ
の
継

統
支
給
の
特
別
給
付
金
（
第
六
回

特
い
号
？
り
号
）

昭
和
四
十

八
年
四
月
一
日
を
基

準
日
と
す
る
特
別
給
付
金
（
第
二

回
特
ぬ
号
）

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
を
基

準
日
と
す
る
特
別
給
付
金
（
第
八

回
特
い
号
？

は
号
）
及
び
そ
の
継

続
支
給
の
特
別
給
付
金
（
第
十
一

回
特
い
号
？

は
号
）

国
債
の
名
称
…
第
十
三
回
特
別

給
付
金
国
庫
債
券
「
へ
」
号
～

「

ぬ
」
号

国
瞶
の
金
額
…
五
万
円
（
五
年

償
還
）

■
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き

住
民
福
祉
課
福
祉
係

ａ

細
2
1
1
1
　
内
線
１
３
３

1
/
2
6
文
化
財
防
火
デ
ー

わ
た
し
た
ち
の
財
産
を

火
災
か
ら
守
ろ
う
！

一
月
二
十
六
日
は
、
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
で
す
。
昭
和
二
十
四
年
の

こ
の
日
、
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出
火
し
、

世
界
的
な
至
宝
と
い
わ
れ
た
、
金
堂

外
壁
の
土
壁
十
二
面
に
描
か
れ
た
仏

画
の
大
半
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
翌
年
に
「
文
化
財
保
護
法
」

が
定
め
ら
れ
、
全
国
各
地
で
文
化
財

の
防
火
演
習
な
ど
の
諸
行
事
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

火
災
や
震
災
な
ど
の
災
容
か
ら
文

化
財
を
守
る
た
め
に
、
文
化
財
の
所

有
者
や
管
理
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
財
の
周
辺
に
住
ん
で
い
る
方
も
、

火
の
元
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
観
光
な
ど
で
文
化
財
を

鑑
賞
に
訪
れ
る
方
も
、
か
け
が
え
の

な
い
文
化
財
を
子
孫
に
守
り
伝
え
る

た
め
に
、
喫
煙
禁
止
区
域
内
で
の
禁

煙
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守

り
、
常
に
火
の
始
末
に
気
を
配
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口
12 月
受付分

出生おめでとうございます
子 の 名　　 保護者　　 町内会

え　り　　　 吉田　 溝　 富　 東
千 黹（ちゆき）高野 憲一　 大　 坂
千廖有（ちふゆ）大和田 淳　 源京山東
峻 （し●ん）佐藤 浩傘　 山　 根

取 美（さとみ）武田 靖弘　 第　 ３
一 樹（かずき）渋谷　 薫　 光 明 寺
郁 翰（いくえ）宍戸 孝三　 石母田北
侑 希（ゆ き）寺鳥 和司　 第　 Ｕ
翔 （Ｌよう）ｔ● 昌明　 滝　 山

絎 二（ゆうじ）膏野 博樹　 大 町 爾
綾 子（あやこ）冨塚 康弘　 小　 朧
皋 （た く）佐藤　 仁　 石毋田東

結婚おめでとうございます
氏 名

珊 墻 弘 美
竹 生 英 子
本 多　　 守
平 鯖 有 子
村 上 健 一
中 野 便 干
會 田 安 徳
松 哺 庫 子

菊 地 美冷男
黒 田 佩 子

町内会
宮 町 北
擶 鳥 市
栗 川町
大 町 北
山　 根

襴 鳥 市
貝　 田
集　 館

耕　 谷
駅　 前

おくやみ申し上げます
氏 名　　　 年齢　　 町内会

鴨 田 善 行　　29　　 内 谷 東
宍 戸　諄　ツ　　　79　　 綰　 ｌ
高 原 正 夫　　 ６６　　 泉田 下
大 破 ム　メ　　 ア7　　 第　 ３
佐 藤 京 子　　72　　 大 町 南
中 村 古 子　　74　　 太田 川
甫 山 政 市　　87　　 大町 南
松 浦 ノブ子　　66　　 光 明 寺
大 戸 チ イ　　 フ8　　 穂江 北
大 爾 ハル于　　 ８３　　 沢　 田
八 巻 勘次郎　　91　　 第　 ７
鳥 輿 多 鬣　　 ６８　　 山 崎 北

人 口 と 世 帯

１月１日現在(前月比)12月中の動き

人

口

男5.732 人 （－７ ）

女6  靆 52人(   ー11 )

計1  し 人(  ｰ 18 )

世帯数2  , 7戸（土Ｏ）

転入13人

転出31人

出生12人

死亡12人

心配ごと相談日
場所：役場２階相談室(柬舞入口ぬ･らお入り下さい)

時間：９時～12 時

こまったことや、相談ごと があり ましたら、お

気軽にご 相談下さい。秘密は絶対に守り ます。

相 談 員
１月 日 (金） 菅野 贅邸 ・ 佐久間モト
２月５日（水） 斎麟 光夫 ・ 渋谷 愛子

２月 日 (土） 樋口　清三 ・ 村上ミチ予

こ　　よ　　み

｜ 月一睦月(むつき)

20日(月〉大　　 寒

24日(金)I全国学校給食週間

26日(日)文化財防火デー

風体冬季大会

２月一如月(きさらぎ)

１日(土)成人病予防週間

３日(月)節　　 分

４日(火)立　　 春

７日(金)北方餌土の日

11日(火)建国記念の日



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公 民館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6 |

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
公
民

館
活
動
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
鵬
わ
り
、
厚
く
お
礼
を
中

し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
今
日
の
社
会
情

勢
は
、
明
日
を
予
測
で
き
な
い
ほ
ど

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
し

か
も
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化

が

急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
生
涯
学
習
社
会
と
い
わ
れ

る
現
在
、
そ
の
中
核
的
存
在
に
あ
る

公
民
館
の
役
割
は
、
い
よ
い
よ
大
き

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
公
民
館
は
町

民
の
皆
様
の
期
待
に
ど
の
よ
う
に
応

え
る
べ
き
か
は
難
し
い
こ
と
で
す
が

二
十
一
歐
紀
を
良
近
に
、
崎
代
の
流

れ
に
即
応
し
た
公
民
館
活
助
の
あ
り

方
を
真
剣
に
考
え
、
鋭
意
努
力
を
積

み
重
ね
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

今
年
も
公
民
館
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

「
子

育
て

教
室

」

閉
　

講
　

式

十
月
四
日
に
開
講
し
た
「
子
青
て

教
室
」
は
十
回
に
わ
た
っ
て
央
施
さ

れ
、
大
き
な
成
果
を
も
っ
て
十
二
月

二
十
日
、
閉
講
式
を
行
っ
た
。
閉
講

式
の
あ
と
、
教
室
生
十
三
名
、
ポ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
の
方
十
二
名
で
、
子
宵
て

に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
や
り
、
子
供

さ
ん
の
に
ぎ
や
か
な
声
の
中
で
和
気

あ
い
あ
い
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

と
く
に
新
し
い
時
代
の
子
育
て
の
し

か
た
は
。
昔
か
ら
の
子
育
て
が
ま
だ

ま
だ
生
か
さ
れ
、
過
保
護
に
し
な
い

「
ひ
と
り
で
何
で
も
出
来
る
よ
う
に
、

自
然
の
中
で
戸
外
で
遊
ば
せ
る
、
家

庭
が
円
満
で
父
親
の
教
育
的
な
権
威

を
確
立
し
て
ゆ
け
る
教
育
」
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
行
事
が
年
間
を
通
し
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
教
室
に
集
っ

た
人
た
ち
で
月
に
一
回
ぐ
ら
い
集
っ

て
自
主
的
な
学
習
を
続
け
た
い
と
い

う
よ
う
に
意
義
の
あ
る
内
容
で
し
た
。

な
お
、
教
室
生
の
感
想
文
の
中
か

ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
参
加
し
た
方

の
概
略
を
の
せ
て
み
ま
す
。

「
子
育
て
教
室
に
応
募
は
し
た
け

れ
ど
、
期
待
と
不
安
が
入
り
ま
じ
り

と
て
も
心
配
で
し
た
が
、
若
い
人
の

中
に
入
っ
て
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
が

た
の
お
話
し
は
廿
な
が
ら
の
教
え
通

り
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
（
中
略
）

私
達
は
昔
な
が
ら
の
教
え
を
手
本
と

し
て
や
っ
て
き
た
の
で
、
今
の
若
い

人
達
の
考
え
方
を
き
い
た
り
、
今
の

教
育
の
あ
り
方
を
お
そ
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
昔
も
今
も

家
庭
の
し
つ
け
は
変
り
な
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
、
自
分

を
育
て
る
こ
と
だ
。
幼
い
時
は
と
く

に
体
を
大
切
に
し
て
健
康
で
あ
る
よ

う
に
と
思
い
ま
し
た
」

こ
の
期
間
中
、
お
忙
し
い
中
を
献

身
的
に
、
教
室
生
の
子
ど
も
さ
ん
た

ち
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
紙
上
を
か
り

て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
こ
の
事
業
の
社
会
的
、
時
代

的
な
要
求
の
高
さ
を
考
え
る
時
、
公

民
館
と
し
て
も
、
精
力
的
に
取
り
く

む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
民

の
皆
様
方
の
は
ぱ
広
い
ご
協
力
と
ご

興
解
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▲閉講式で全員集合､ハイ！ポーズ

国
見
町
・
桑
折
町
青
少
年

健
全
育
成
剣
道
大
会

伝
統
の
第
三
十
六
回
国
見
町
・
桑

折
町
腎
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会
が
、

天
皇
誕
生
日
の
十
二
月
二
十
三
日
に

国
見
町
町
民
体
育
館
で
約
百
名
が
出

場
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
心
身
と
も
に
引
締
る
よ
う

な
寒
さ
で
し
た
が
、
そ
の
寒
さ
を
吹

き
と
ば
す
よ
う
に
チ
ビ
ッ
コ
剣
士
が

激
突
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
の
成
紋
は
次
の
と
お
り
。

○

団
体

戦

Ｏ
小
学

校
低

学
年
の

部

優
　

勝
　

国
見
町

Ａ
チ

ー・
ム

Ｏ
小
学

校
高

学
年
の

部

準
優

勝
　

国
見
町

Ａ
チ

ー
ム

Ｏ
中

学
生
男

子
の
部

優

勝
　

県
北
中

チ
ー

ム

Ｏ
中

学
生
女

子
の
部

優

勝
　

県
北
中

チ
ー

ム

○

佃
人

軟

Ｏ
小
学

校

一
・
二
年

の
部

優

勝

斎
藤

賢
（
藤

田
小

）

Ｏ
小

学
校
三

・
四
年

の
部

優

勝

佐
久
間

崇
昭

（
森
江

野
小

）

準
優

勝

佐
久
間

鮭
太

（
森
江

野
小

）

第

三
位

佐
藤
洋
ｙ

（
藤

田
小

）

Ｏ
小

学
校

五
・
六
年

の
部

準
優

勝

村
木
資

紀
（

藤
田
小

）

Ｏ
中

学
生
男

子
の
部

準
優

勝

佐
藤
徳

行
（

県
北
中

）

第
二

位

遠
藤
祥

史
（

県
北
中

）

Ｏ
中

学
生

女
子
の
部

優

勝
　

国
井

晴
美
｛

県
北
中

｝

▲中学生女子の部､優勝県北中チーム代裏

寄
贈
図
書

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

0
2
1世
紀
こ
ど
も
百
科
　
　
　

一
冊

福
鳥
県
立
図
書
館

大
崎
真
希
子
・
遠
藤
千
里
様



ボ
ー
リ
ン
グ
教
室

閉
　

講

一
時
衰
微
し
て
い
た
ポ
ー
リ
ン
グ

も
最
近
ま
た
ぞ
ろ
人
気
上
昇
中
。

公
民
館
主
催
に
よ
る
ポ
ー
リ
ン
グ

教
室
を
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
五
回
、

か
ら
し
ま
ポ
ー
ル
で
央
施
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
二
十
代
か
ら
六
十

代
ま
で
二
十
名
が
参
加
し
、
青
木
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
よ
り
ボ
ー
リ
ン
グ

の
基
本
か
ら
フ
″
ク
ポ
ー
ル
投
球
ま

で
観
切
な
拓
導
を
受
け
ま
し
た
。

最
初
は
身
に
つ
い
た
自
己
流
が
直

ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
め
き
め
き

上
達
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
九
日
に
は
仕
上
げ
の
親

善
大
会
を
開
き
、
和
気
あ
い
あ
い
の

う
ち
閉
講
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

宍
戸
生
予
　
四
八
一
点

準
優
勝

大
波
利
雄
　
四
六
四
点

第
三
位

稲
村
忠
男
　
四
五
四
点

公
民
館
図
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

公
民
館
図
書
室
に
は
、
児
童
図
書

約
一
万
冊
、
一
般
図
書
約
一
万
一
千

冊
の
蔵
番
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲自信満々の？ 面々

冬
の
公
民
館

メ
ニ
ュ

ー

※
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

公
民
館
へ
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
7
6

バウンドテニス教宰

年齢，性jlUに関係なくどなたでも気軽に豪しめるスポーツ

・と き 昼閥1/21Xl l/31● 2/4@!i:30 ～12:00

夜間1/蠶Ｓ 】/2甎1 2 / PM7:3() ～2】:00

・ところ 町民体育館

・内 響 初歩的な実技指耳

・講 師 日本パウンドチニス協会公認指導員

佐々木 柏 郎　・　玉 木 洋 子 先生

・対 象 －貌成人および町内の職場働爵者

綱引き大会

・と き　 ２ 月9  日 (  日 )  PM9:00 開会

・と ころ 町民 体育 館

・ 種 目　 一敏 男了･ライト吸 （選手 ８名

の体 康が600 ㎏ 以下）

‐ 般 女子 フェザー 級（選 乎８

名の 体重 が480 ㎏以 卜）

・資 格 町民 およ び在勤者

・編 成　 １ チー ム12 名以内

（監 督・ コーチ含 む）

・ 申込 み ２月 ４日（ 火） まで

パソコン教室

・と き1/26･2/2･2/9 の日曜日、３回

●コース 午飼コース10:00 －12;(χ)

午後コース13  : OO ･～15:(X)

・ところ 陶見町公民館

・内 容 基本的な理論と実習

・講 師 東北コピー職員

・対 象 一吸皮人

定員-･２コースとも10名

・受講料 ５００円

・申込み　 １月匐日(月)まで

スキー教室

・と き　３月一 日 ( 日 )

・ところ みのわスキー場

・対 象 中学生以上の町民、定艮45名
・内 容 初心者、初級者．中岨者に分

け実技指導
・講 師 上級指毒者、体協スキー部員
・受講料3  . 0 0 0円

・申込み ２月25日(火)まで

行 事 予 定 表

月 �日 �限 � 行　　　　　　 事 �月 �日 �畷 � 行　　　　　　 事

１ �16�

木 �・ 子ども移動図書館（藤田小２年） �

２ �

２ �日 �
・ パソコｙ歓室　・新春囲碁人会

・ 少年仲間づくり敬室閉講式�17�金 �・藤田幼稚園家族教育講座

�19�日 �・森江野小家庭教育講座 ��４�火 �・ 子ども移動図書館（小坂小）

�21�火 �・子ども移動図書館（小坂小） ��５�水 �・ 子ども移動図書館（大枝小）

�22�水 �

・阿津賀志学級寿祝い、新年会

・子ども移動図番館（大枝小） �

�６�木 �・ 子ども移動図書館（藤田xjヽ 2年）

�����９�日 �
●パソコン教室

・町民綱引競技大会

�26�日 �

・親子スキー教室（塩沢）

●パソコン教室

・大木戸小家庭教育譲座

�����13�木 �・ 子ども移動図書館（大木戸小）

����備　考���

・ 子ど も移動図書館の２月の活動内容は、

図書の貸出しとおさるの折がみ

・2 月 5　県立移助図番館「あづま号」巡回

役場前　14:50～16:10

�29�水 �

・中央婦人学級（家庭教育）

・子ども移動図書館（ 藤田小３年）

�30�木 �・ 子ども移動図書館（藤田小１年）



な

ご

や

か

に

新
年
賀
詞
交
換
会

国
見
町
民
新
年
貿
詞
交
換
会
は
一

月
四
日
、
鳩
鳥
岡
見
町
農
協
会
館
で

川
か
れ
、
約
百
八
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

罵
永
武
夫
町
長
、
仲
野
周
一
町
破

会
識
艮
、
菊
地
太
三
福
鳥
国
見
町
農

協
組
合
長
、
本
田
吉
助
町
商
工
会
長

が
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
祝
宴

が
始
ま
る
と
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
は

お
互
い
に
こ
の
一
年
の
飛
躍
と
暁
進

を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ なごやかに歓談する出席者の皆さん

日

赤

国
見
町

分
区

に

”
車

”
贈

ら

れ

る

去
る
卜
二
月
卜
二
日
、
日
赤
国
見

町
分
区
（
分
区
長
・
冨
永
町
艮
）
に
、

日
本
赤
卜
字
社
陥
島
県
支
部
よ
り
赤

１
字
敦
援
申
・
ラ
イ
ト
バ
ン
（

。
、

六
〇
〇
8
 
)

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
眼
は
、
赤
十
字
活
動
の
一
層

の
進
限
を
図
る
た
め
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
献
血
嘔
業
な
ど
大
い
に

利
用
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

▲今後、活躍するラ イトバン

道
路
を
き
れ
い
に

町
土
木
建
設
業
協
会

町
七
木
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
は

卜
二
月
七
日
、
ポ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
に
よ

る
道
路
愛
護
美
化
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

絶
江
人
橋
付
近
と
広
域
農
道
よ
り

国
道
を
経
て
藤
田
総
合
病
院
脇
の
県

道
を
国
見
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
で
、
重

機

‘
台
・
ダ
ｙ
ブ

ー
ス
コ
ッ
プ
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
作
業
を
行
い
、
道
路

は
た
ち
ま
ち
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

寒
い
中
、
本
ｉ
に
ご
苫
労
様
で
し
た
。

▲違 踏を溝蹲する町土木重設業協会の 瞽さん

お
せ
ち
料
理
を

贈
　

る

国
兄
町
社
4

 
I

（
会
長
・

罵
永
町
長
）
で
は
去
る
十
二
月
二
十

四
日
、
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
お

年
寄
り
七
卜
七
人
の
方
に
、
少
し
で

も
明
る
い
お
止
月
を
迎
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
お
せ
ち
糾
理
と
餅
を
贈
り

ま
し
た
。

町
民
乍
委
員
協
議
会
の
曳
地
餮
作

総
務
を
は
じ
め
、
民
生
委
貝
Ｆ
卜
人

が
そ
れ
ぞ
れ
地
区
の
お
年
寄
り
宅
を

訪
問
し
、
手
渡
し
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物
に
杵
さ
ん

大
霖
‥
び
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
と
と

も
に
、
ひ
と
足
？
い
お
正
月
気
分
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

出
初
め
式
で

無
火
災
を
誓
う

岡
見
町
消
防
団
（
阿
部
恒
夫
団
艮
・

団
員
二
百
六
卜
六
人
）
の
出
初
め
式

は
一
月
四
日
、
役
場
前
で
行
わ
れ
、

団
員
の
皆
さ
ん
は
今
年
一
年
間
の
無

火
災
実
現
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
さ
っ
そ
く
通
常

点
検
が
行
わ
れ
、
団
員
一
人
ひ
と
り

の
機
破
な
動
作

に
、
川
頃
の
訓
練
の

成
火
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
冨
永
町
艮
が
「
団
貝
杵

さ
ん
の
日
頃
の
活
動
に
対
し
、
深
く

感
謝
し
ま
す
。
今
年
も
町
民
の
人
切

な
生
命
と
町
産
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
統
し

て
仲
野
川

’
町
議
公
議
輿
、
本
田
恭

愽
桑
折
警
察
署
艮
が
祝
辞
、
阿
部
団

長
が
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
春
に

ス

タ
ー

ト

ダ
ッ
シ
ュ

人

枝

地

区

宗

庭

ス

ポ

ー

ツ

協

会

（
松
浦
幹
ｍ
ｗ
会

長

）
ｔ

催

の
「
第

卜

五
川
元
朝

マ
ラ

ソ

ン
大
会
」

は

一
月

一
日
午

前
八
時

、
川
内

厳

鳥
神
社

を

ス
タ
ー

ト
し

て
行
わ

れ
ま
し

た
。

こ

れ
は
地
区

の
杵

さ
ん

の
親
陣

を
図

る

と
と
も
に
、
体
力

づ
く
り
を
日
的

に
、

毎
年

元
日
。に
実
施
Ｌ

て
い
る
も
の

で
、

今
年

は
約
九
十
人

が
参

加
し
ま
し

た
。

▲｢よいお正月を｣とお せち料理を手淒す曳地 縁務

▲無火災を誓った消防団出初め式

▲今年も大いに走るぞ ／

発
行
・
１
４

国
見
町
企
両
商
工
課

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
圃
字
一
丁
旧
こ
２
の
Ｉ

ｓ

九
六
九
１
一
七
　

ａ
｛
○
二
円
瓦
｝
八
五
－

．．一

二

（
代
表
）

わ
だ
い
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